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はじめに 
私達の眼が見る事ができる光を可視光線といいますが、その中で一番波長の長いのが
赤色です。赤色よりさらに波長の長い光を赤外線といいますが、その中に含まれる   
遠赤外線には、疲労回復、疼痛緩和、発汗作用や血流の促進、身体をあたためる、反射
神経を良くする、安眠効果があるといった事が知られています。この遠赤外線の中で、
特に生物にとって有効に働きかける波長をもつものを生育光線、または健康光線と呼
び、その波長は、およそ 6～14μｍで、私たちの体も同じような波長の生育光線を放射
しているといわれています。これまで、この生育光線と呼ばれる領域の光を発生させる
には一定規模の装置が必要でしたが、最近、カーボンナノチューブを含有する半導体塗
料を 20 メッシュの綿織物に含浸させた素材を用いることにより、5μm～12μm の波長帯
の遠赤外線のみを効率良く発生させる新素材 (以下、コスモクロスとする )が開発されま
した。 
本研究は、コスモクロスを開発した浜松市浜北区中条にあるカクシ ン JP（株）
（http://www.kacxinjp.com/）との地域連携研究の一環であり、まったく新しい発想に
基づく新規研究であるため、本研究に直接関連した各研究者の従来の研究成果はありま
せん。研究代表者は 2010 年 9 月より、カクシン JP（株）の担当者とも打ち合わせを行
い研究準備を進めてきました。カクシン JP（株）が介護分野で行った試行によれば、大
分県の特別養護老人ホームにて使用したところ、患者の日常生活動作が向上したことが
報告されています。また、動物実験では外傷の治癒に効果を示した事も報告されていま
す。医療分野以外でも、遠赤外線放射シートを用いた研究に取り組み、成果 (植物育成・
発酵醸造など)を出しています。以上のことから、遠赤外線放射シートの医療分野への
応用の可能性を検討することを着想し、その調査の第一歩として計画したものです。遠
赤外線放射シートの利用については、カクシン JP（株）の担当者から全面的な技術協力
が得られておりますことに感謝申し上げます。 
研究目的 
コスモクロスが遠赤外線（生育光線）の効果を通して治療効果を持つかどうかを検証
します。  
研究の現状と今後の展望  
本来は 2011 年の夏には研究を開始する予定でしたが、本学の倫理審査委員会の審査
過程が長期に渡ったため研究開始が遅れ、研究が始められるようになったのは、   
2012 年 1 月になってからでした。  
研究は現在進行中で、浜松市内の中規模病院に入院している方を対象に、コスモクロ
スを使って頂き、その効果を確認する作業を開始したところです。従来、こうした簡便
な遠赤外線（生育光線）発生素材は無く、コスモクロスが遠赤外線（生育光線）発生を
介して有効な治療効果を発揮する事が確認できれば、今後の利用に大きな期待を持つ事
ができます。特に、コスモクロスはその形状がうすいシート状であるため、医療分野に
効果的な遠赤外線照射シートとして、その利用価値には大きなものがあります。  
研究結果報告 
学会発表・論文投稿などは今後の事になります。  
